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【資料４】 

令和６年度勝連城跡の魅力向上・誘客強化業務 

評価基準（一次審査） 

評価項目 評価ポイント 配点 

企業の評価 企業の実績 過去5年以内の類似業務実績の有無（ナイトコンテ

ンツの造成、実施イベント、プロモーション、効果

検証） ・実績件数（最大5件） 

10 

実施体制 業務実施体制 業務を適正かつ確実に実施できる人員体制となって

いる場合に優位に評価する（業務項目に対応した人

員配置の確認） 

①統括管理者の有無、②ナイトコンテンツの造成、

③検討業務、④夜間イベントの実施、⑤魅力向上・

誘客強化に向けた情報収集及び営業 

20 

業務計画書 

・実施方針 

・業務手順 

・工程計画 

・目標設定 

理解度 業務の目的や仕様書の要件等を十分に理解している

場合に優位に評価する 

20 

実施手順 業務の実施手順、工程が現実的かつ妥当性の高い場

合に優位に評価 

20 

工程表 業務量の把握状況を示す工程計画の妥当性・実現性

が高い場合に評価する 

20 

目標設定 設定された目標が根拠を含め明確であり、妥当性が

高い場合に優位に評価する 

10 

合計 100 

 

提案者の順位の決定及び最低基準点の設定 

１ 提出された企画提案書等を評価基準に基づいて評価し、委員の採点の結果、点数の高い順

に順位点を定め、各委員の順位点を合計した結果、合計点が最も高いものを受託候補者とす

る。 

 なお、一次審査を実施する場合の順位点は応募総数に応じて変更するものとする。 

２ 順位点が同点になった場合は、次の方法により順位を決定する。 

（１） 評価項目「実施手順」の点数が高い者を上位とする。 

（２） （１）も同点の場合は、評価項目「実施体制」が高い者を上位とする。 

３ 最低基準点の設定 

最低基準点は、各委員の評価点の平均点６０点とする。なお、６０点に満たない場合は応

募が１社であっても選定を見送る。 
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令和６年度勝連城跡の魅力向上・誘客強化業務 

評価基準（二次審査） 

評価項目 評価ポイント 配点 

業務計画書 

・実施方針 

・業務手順 

・工程計画 

・目標設定 

理解度 業務の目的や仕様書の要件等を十分に理解している

場合に優位に評価する 

20 

実施手順 業務の実施手順、工程が現実的かつ妥当性の高い場

合に優位に評価 

工程表 業務量の把握状況を示す工程計画の妥当性・実現性

が高い場合に評価する 

目標設定 設定された目標が根拠を含め明確であり、妥当性が

高い場合に優位に評価する 

特定ﾃｰﾏ１ 

ナイトコン

テンツの造

成手法につ

いて 

的確性 勝連城跡の景観や地形、地域特性など与条件との整

合性が高い場合、勝連城跡の活用に質する常設設備

の具体的な検討がされている場合、必要なキーワー

ド（着眼点、問題点、解決方法等）が網羅されてい

る場合に優位に評価する 

20 

実現性 提案内容に説得力がある場合、提案内容を裏付ける

類似実績などが明示されている場合に優位に評価す

る 

独創性 専門的な知見に基づく新たな提案や高度の検討・解

析方法の提案がある場合に優位に評価する 

特定ﾃｰﾏ２ 

イベント内

容について 

的確性 勝連城跡の活用の幅を広げ、滞在型観光による来場

者の満足度向上、民間事業者による勝連城跡の活用

を促進できるイベントである場合に優位に評価す 

20 

実現性 提案内容に説得力がある場合、提案内容を裏付ける

類似実績などが明示されている場合に優位に評価す

る 

継続性 地域との連携を含め、次年度以降も継続して勝連城

跡の魅力向上、来場者増加につながる場合に優位に

評価する 

 

特定ﾃｰﾏ３ 

メディアプ

ロモーショ

ンについて 

的確性 効果的なプロモーションの手法および明確なターゲ

ットが設定されており、それが妥当である場合に優

位に評価する 

20 

実現性 提案内容に説得力がある場合、提案内容を裏付ける

類似実績などが明示されている場合に優位に評価す

る 
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特定ﾃｰﾏ４ 

効果検証に

ついて 

的確性 本事業に関する効果検証の方針や手法が具体的に記

載されており、今後の勝連城跡の活用方針、および

来場者増加に向けての検証がある場合に優位に評価

する 

20 

具体性 提案内容に説得力がある場合、提案内容を裏付ける

類似業務などが明示されている場合に優位に評価 

合計 100 

 

提案者の順位の決定及び最低基準点の設定 

１ 提出された企画提案書等を評価基準に基づいて評価し、委員の採点の結果、最も点数高い

提案者の順位点を「４点」、次点を「２点」、３位を「１点」とする。 

２ 順位点が同点になった場合は、次の方法により順位を決定する。 

（１） 評価項目「特定ﾃｰﾏ１ナイトコンテンツの造成手法について」の点数が高い者を上位とす

る。 

（２） （１）も同点の場合は、評価項目「特定ﾃｰﾏ２イベント内容について」が高い者を上位と

する。 

３ 最低基準点の設定 

最低基準点は、各委員の評価点の平均点６０点とする。なお、６０点に満たない場合は応

募が１社であっても選定を見送る。 

 


